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【目的】ラミン は核膜 の 裏打ちをして い る中間径 フ ィラメン

トタン パ ク質 で あり、核膜 の 構 造を強化 して い る と考えら

れ て い る。ラミン 遺伝子 に は ラミン A ／C 、ラミン B1 、ラミン

B2 の 3種類があるこ とが 知られてい る。発生期 で の 細胞

分化にお い てラミン の サブタイプ の 発現 が変化するこ と、

また成体にお い ても細胞 の 分 化程 度によっ て 発 現する

ラミン の サブタイプ が 異 なるこ とがい くつ か の 組織 で報告

されて い る。しかし神経 系 におけるラミン 発 現 の 詳 細な

報告 は なか っ た。そ こで わ れ わ れ は成体で の ニ ュ
ーロ ン

新生 の 場 で あ る海馬歯状回 の subgranular 　zone （SGZ ）、

お よび側脳室壁の subventricular 　zone （SVZ ）で の ニ ュ
ー

ロ ン の 分化過程とラミン サブ タイプ の 発 現との 関係に つ

い て免疫染色に より調 べ た。

【方法慟 物は8週齢の SD ラットを使用した。脳 の 切片の

作製には、使用する抗体によっ て ホ ル ム ア ル デ ヒドによ

る灌流固定法とメタノール
・ア セ トン による薄切後固定法

の 2種 類を使 い 分けた。抗体は各種ラミン の 抗体、およ

び PSA −NCAM （神経前駆 細胞 あ るい は 幼弱なニ ュ
ーロ

ン の マ
ーカー）、GFAP （ア ス トロ サ イ トお よび 神経系幹細

胞の マ
ーカー）、NeuN （成熟ニ ュ

ーロ ン の マ ーカ ー）を使

用した。間接蛍光抗体法で 染色 したあと、共焦点 レ
ー

ザ

ー顕微鏡で観察した。

【結果と考察】海馬歯状回 の SGZ や側脳室 の SVZ に お

ける PSA−NCAM 陽性の幼弱なニ ュ
ーロ ン は 、ラミン A／C

は陰性、ラミン B2 は弱陽性、ラミン BI は強陽性で あっ た。

成熟した ニ ュ
ーロ ン は 、ラミン A／C、ラミン B2 は 強陽性で

あっ た が 、ラミン B1 は 弱陽性 で あっ た。以 上 の ことか ら、

成体脳 に お け るニ ュ
ー

ロ ン の 分化過 程に お い て 、発現

するラミン の サブタイプ の ス イッ チン グがおきるもの と考え

られる。

【目的】脊推動物の後根神経節は ア セ チル コ リン （ACh ）

合成を担うコ リン アセ チル 基転移 酵素 （ChAT ）活性 をも

っ こ とが知られ て い る。しか し、ChAT 免疫組 織化学 で

は陽性 反応 が検出され に くい こ と、ま た 神経節に 付着す

る前根由来の ChAT 活 性 の 混 入 も否定で きない こ と等

に より、ChAT 活性がどの 細胞 に 由来するか は 不明で あ

っ た。我 々 の 研究室 で は 、末梢 に優勢分布するChAT

の ア イソザイム （pChAT ）を見 出 し、それ に対する特異

抗体を作成した。本研究で は、後 根神 経節ChAT 活性

はこ の アイソザイム によるか 否 か を検証 した。

【方法と結果 】pChAT 免疫組織化 学 で 調 べ たところ、成

熟ラッ ト後根神 経節ニ ュ
ー

ロ ン が 強 陽性 に染まっ た 。 そ

こ で 、 生化学的 にChAT 活 性 、 ア セ チ ル コ リン エ ス テ ラ

ーゼ （AChE ）活 性、およびACh 含有 量を測定 した。こ

れ ら3種 とも検出限 界を十分 に 上 回 る測 定値が得られ 、
脳 の 各種領域で得られ る測定値に 匹敵するもの で あっ

た。前根を外科的に 切除した場合でも対応 する後根神

経節に おける3種の測定値は 同程度に高いもの で あり、

前根 に含まれるChAT ，　AChE ，　ACh の 混 入 とい う可能

性は否定され た。次い で 、RT − PCR 法とウェ ス タン ブ ロ

ッ ト法で検討したところ、後根神経節に お い てpChAT が

産生されるこ とが 証 明で きた が 、従来型の ChAT は存在

しな い こ とが 明 らか とな っ た。さら に後根結紮を施 した場

合に は 、結紮尾 側 （神経節側）に は ChAT 活性ならび に

pChAT 陽性染色が認 め られた の に対し、結紮吻側（脊

髄側 〉には両者ともが 消失した。従っ て 、pChAT は神経

節ニ ュ
ー

ロ ン の 細胞体か ら脊髄 に向か っ て軸索輸送さ

れるこ とが判明した 。

【結論】後根神経節で は節 ニ ュ
ー

ロ ン がACh 産生能 をも

つ pChAT を発現し、順行性軸索流に より神 経終末に向

か っ て pChAT を輸送する．

【考察】後根神経節の ChAT 活性 とAChE 活性 は化学

量論的にバ ラン ス が とれ、生 理 作用を発揮するに十分な

ACh 含有量が 維 持され て い る。しか し、ACh 代謝回転

は 脳などに 比 べ て 遅 い の で 、ACh シ ナプ ス 伝達とは別

の機構 にお い て pChAT が機 能すると考えられる。
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